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再掲

夜
と
霧
の
明
け
渡
る
日
に

未
発
表
書
簡
、
草
稿
、
講
演�

◆
四
六
判
・
３
１
２
頁
・
本
体
２
４
０
０
円

ヴ
ィ
ク
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ク
ル
／
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
バ
テ
ィ
ア
ー
ニ
編
／
赤
坂
桃
子
訳

戦
後
の
新
た
な
人
生
を
歩
み
だ
そ
う
と
す
る
と
き
、
フ
ラ
ン
ク
ル
は
何
を
感
じ
、

考
え
て
い
た
の
か
。
い
ま
明
か
さ
れ
る
名
著
誕
生
の
背
景
。

強
制
収
容
所
か
ら
の
解
放
と
帰
郷
と
い
う
、
フ
ラ
ン
ク
ル
の
人
生
に
お
い
て
最
も
重
要
な
時
期
の
伝
記
的
な
事

実
と
、
当
時
の
中
心
思
想
の
一
端
を
、
未
公
開
書
簡
と
文
書
を
用
い
て
再
構
成
す
る
。

名
著
『
夜
と
霧
』
誕
生
の
背
後
に
あ
っ
た
個
人
史
と
時
代
史
の
二
つ
の
文
脈
が
、
初
め
て
明
確
に
交
差
す
る
。

編
者
は
、
膨
大
な
フ
ラ
ン
ク
ル
文
献
に
最
も
詳
し
い
、
ウ
ィ
ー
ン
の
ヴ
ィ
ク
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ク
ル
研
究
所
所

長
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
バ
テ
ィ
ア
ー
ニ
博
士
。

ヴ
ィ
ク
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ク
ル
（
１
９
０
５
―
９
７
）　

ウ
ィ
ー
ン
大
学
の
神
経
学

お
よ
び
精
神
医
学
の
教
授
で
、
ウ
ィ
ー
ン
総
合
病
院
神
経
科
科
長
も
25
年
間
に

わ
た
っ
て
務
め
た
。
フ
ラ
ン
ク
ル
が
創
始
し
た
「
ロ
ゴ
セ
ラ
ピ
ー
お
よ
び
実
存

分
析
」
は
、「
心
理
療
法
の
第
三
ウ
ィ
ー
ン
学
派
」
と
も
称
さ
れ
る
。
ハ
ー
バ
ー

ド
大
学
な
ら
び
に
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
、
ダ
ラ
ス
、
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
の
各
大
学
で

教
鞭
を
と
り
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
に
あ
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

国
際
大
学
の
ロ
ゴ
セ
ラ
ピ
ー
講
座
の
教
授
も
務
め
た
。
フ
ラ
ン
ク
ル
の
39
冊
の

著
作
は
、
こ
れ
ま
で
に
43
か
国
語
で
出
版
さ
れ
て
い
る
。"...trotzdem

 Ja zum
 

Leben sagen"
〔
邦
訳
名
『
夜
と
霧
』〕
の
英
語
版
は
ミ
リ
オ
ン
セ
ラ
ー
と
な
り
、

「
ア
メ
リ
カ
で
も
っ
と
も
人
々
に
影
響
を
与
え
た
10
冊
の
本
」
に
選
ば
れ
た
。

戦後ののフランクル



6 月の新刊

〈グローバル・ヒストリー〉
の中のキリスト教
近代アジアの出版メディアとネットワーク形成

� ◆ A5 判・296 頁・本体 5200 円

ミラ・ゾンターク編
キリスト教史への新たな視角
� ＝〈グローバル・ヒストリー〉！
この概念を手がかりに、大陸をまたぐネット
ワークと多極構造を反映する新たなキリスト
教史の構築を目指す「ミュンヘン学派」。
主導するコショルケ氏ら 7名の論者が、近代
東アジアにおける活字メディアに着目した、
意欲的共同研究。ゾンターク氏は立教大学文学部キリスト教学科教授。
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7 月以降の出版予定から

● 4 月に出た本と雑誌

協
力
と
抵
抗
の
内
面
史

戦
時
下
を
生
き
た
キ
リ
ス
ト
者
た
ち
の
研
究

富
坂
キ
リ
ス
ト
教
セ
ン
タ
ー
編

「
戦
争
協
力
者
」か「
抵
抗
者
」か
と
い
っ

た
一
面
的
断
裁
を
排
し
、
キ
リ
ス
ト
者

個
々
人
の
内
面
の
歩
み
に
注
目
、
追

随
・
加
担
・
協
力
、
そ
し
て
沈
黙
・
拒

否
・
抵
抗
の
諸
相
を
重
層
的
に
跡
づ
け

よ
う
と
す
る
。
植
民
地
下
の
現
地
の
キ

リ
ス
ト
者
に
も
着
目
す
る
。�

◆
四
六
判
・
本
体
２
０
０
０
円

■
重
版  

こ
と
ば
の
と
も
し
び

末
盛
千
枝
子

人
生
の
様
々
な
試
練
と
出
会
い
と
恵
み

を
、
美
し
い
言
葉
で
綴
っ
た
待
望
の

エ
ッ
セ
イ
集
。
自
ら
の
人
生
を
引
き
受

け
、前
向
き
に
生
き
て
い
く
こ
と
へ
の
、

励
ま
し
に
満
ち
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
。

�

◆
四
六
判
・
本
体
１
０
０
０
円

福
音
と
世
界

�

◆
税
込
６
３
５
円

6
月
号
　「
差
別
」
再
考

寄
稿
者
：
好
井
裕
明
、
風
間
孝
、
三
部
倫
子
、
矢
吹
康
夫
、
李
恩
子
、

堀
江
有
里
、堀
あ
き
こ
／
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
ヤ
ン
、石
井
光
太
、

窪
美
澄
、
内
田
樹
、
辻
学
、
長
谷
川
修
一
、
山
口
政
隆
、

佐
藤
優

山
下
壮
起
著

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ・レ
ザ
レ
ク
シ
ョ
ン

ラ
ッ
プ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
と
キ
リ
ス
ト
教　
今
や
世
界
的
大
衆
文
化
と
な
っ

た
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
。
そ
の
最
初
の
担
い
手
で
あ
っ
た
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
に
お
け
る
宗

教
的
機
能
を
探
り
、
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
と
既
存
教
会
と
の
関
係
や
聖
俗
観
・
救
済
観
を
検

討
す
る
。
気
鋭
の
神
学
者
に
よ
る
注
目
作
。�

◆
Ａ
５
変
型
判
・
本
体
３
２
０
０
円

カ
ル
ヴ
ァ
ン
著
／
堀
江
知
己
訳

ア
モ
ス
書
講
義

１
５
５
９
年
に
創
設
さ
れ
た
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
大
学
で
、
カ
ル
ヴ
ァ
ン
が
週
3
日
、
隔
週
で
行
っ

た
講
義
の
記
録
。
ヘ
ブ
ラ
イ
語
原
典
を
自
ら
ラ
テ
ン
語
に
訳
し
、
逐
条
的
に
入
念
な
パ

ラ
フ
レ
ー
ズ
を
行
う
ス
タ
イ
ル
。
注
解
書
と
は
趣
を
異
に
す
る
ラ
イ
ブ
感
溢
れ
た
カ
ル
ヴ

ァ
ン
の
講
義
の
様
子
を
活
き
活
き
と
伝
え
る
。�

◆
Ａ
５
判
・
予
価
５
０
０
０
円

石
原
知
弘
著

バ
ル
ト
神
学
と
オ
ラ
ン
ダ
改
革
派
教
会

大
森
講
座
33　
オ
ラ
ン
ダ
ほ
ど
バ
ル
ト
神
学
を
積
極
的
に
受
容
し
た
国
は
な
く
、
オ

ラ
ン
ダ
ほ
ど
バ
ル
ト
神
学
を
厳
し
く
批
判
し
た
国
も
な
い
と
言
わ
れ
る
。
バ
ル
ト
神
学

が
二
〇
世
紀
の
教
会
に
も
た
ら
し
た
影
響
の
象
徴
的
な
事
例
と
し
て
、
そ
の
歴
史
的

経
緯
と
神
学
的
・
教
会
的
意
味
を
考
察
す
る
。�

◆
四
六
判
・
予
価
１
２
０
０
円



編集部から

福
音
と
世
界

Ａ
５
判
・
80
頁･

定
価
６
３
５
円･

送
料
70
円

年
間
予
約
購
読
料   

（
送
料
共
）
８
４
６
０
円

２０19年

7

ス
リ
ラ
ン
カ
で
起
こ
さ
れ
た
テ
ロ
リ
ズ
ム
に
つ
い
て 

…
志 

村 

真

【
好
評
連
載
よ
り
】

◆
バ
ビ
ロ
ン
の
路
上
で 

4 

…
…
…
…
…
…
マ
ニュエ
ル
・
ヤ
ン

◆
神
の
酒 

4 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
石
井
光
太

◆
新
約
釈
義　

テ
ト
ス
書 

4 

…
…
…
…
…
…
辻　
　

学

◆
遺
跡
が
語
る
聖
書
の
世
界 

8 

…
…
…
…
長
谷
川
修
一

◆
聖
書
と
わ
た
し 

40
（
最
終
回
） 

…
…
…
安
田
菜
津
紀

◆
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
時
間
論 

51 

…
…
…
…
…
内 

田 

樹

聖
書
は
読
者
の
価
値
観
を
映
し
出
す

　
　

―
―
新
共
同
訳
か
ら
共
同
訳
へ 　
　
　
　
　
　
　 

月
本
昭
男

新
し
く
な
れ
な
か
っ
た
新
翻
訳 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

辻
　
　
学

「
聖
書
翻
訳
検
討
委
員
会
」
の
一員
に
な
っ
て 

　 

山
口
里
子

礼
拝
と
聖
書
翻
訳
を
考
え
る 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

越
川
弘
英

ひ
と
り
の
説
教
者
の
雑
感

　
　

―
― 

言
葉
に
向
か
う
構
え
を
め
ぐ
っ
て 　
　
　 

金  

迅  

野

生
か
す
言
葉
・
殺
す
言
葉 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

臼
井
一
美

八
割
の
壁
は
越
え
ら
れ
る
か
!? 

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

古  

賀  

博

本
当
は
あ
ま
り
買
い
た
く
な
か
っ
た 　
　
　
　
　
　
　 

望
月
麻
生

変
わ
ら
な
い
世
界
に
、
変
わ
り
ゆ
く
こ
と
ば
で

 

　
　
　
　
　
　
　 

沢  

知  

恵

も
う
少
し
様
子
を
見
よ
う 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

富
田
正
樹

●
五
月
一
七
日
、
一
八
日
（
金
、
土
）
の
二
日

間
に
わ
た
っ
て
、
東
京
・
水
道
橋
の
在
日
本
韓

国
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
第
一
一
回
オ
リ
ー
ブ
平
和
映
画

祭
が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
映
画
祭
は
同
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
と
パ
レ
ス
チ
ナ
・
東
エ
ル
サ
レ
ム
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
と
の
提
携
関
係
を
念
頭
に
、
イ
ス
ラ
エ
ル
・

パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
へ
の
理
解
と
共
感
の
輪
を
広

げ
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
す
。
今
年
は
、
日

本
で
の
上
映
回
数
の
少
な
い
『
ラ
ヤ
ル
の
三
千

夜
』（
メ
イ
・
マ
ス
リ
監
督
）
と
『
乳
牛
た
ち
の

イ
ン
テ
ィ
フ
ァ
ー
ダ
』（
ア
メ
ー
ル
・
シ
ョ
マ

リ
、
ポ
ー
ル
・
コ
ー
ワ
ン
監
督
）
の
二
本
が
上
映

さ
れ
ま
し
た
。
わ
た
し
は
ス
タ
ッ
フ
兼
物
販
に

『
福
音
と
世
界
』
を
出
展
と
い
う
立
場
で
参
加

し
た
の
で
す
が
、
全
体
に
熱
を
帯
び
た
い
い
会

だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
と
く
に
個
人
的
に

感
慨
深
か
っ
た
の
は
、
映
画
の
解
説
ト
ー
ク
を

し
て
く
だ
さ
っ
た
早
尾
貴
紀
さ
ん
（
東
京
経
済

大
学
）
と
の
再
会
で
す
。
わ
た
し
が
大
学
院
生

だ
っ
た
二
〇
一
四
年
、
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
に
よ
る

大
規
模
な
ガ
ザ
攻
撃
が
お
こ
な
わ
れ
、
い
て
も

た
っ
て
も
い
ら
れ
ず
緊
急
学
術
講
演
会
「
い
ま

こ
こ
か
ら
ガ
ザ
攻
撃
を
考
え
る
」
を
主
催
し
た

の
で
す
が
、
そ
の
と
き
に
講
師
と
し
て
力
を
貸

し
て
く
だ
さ
っ
た
の
が
早
尾
さ
ん
で
す
。
い
ち

ど
は
『
福
音
と
世
界
』
に
も
ご
寄
稿
い
た
だ
き

（
二
〇
一
七
年
一
一
月
号
）、
い
つ
も
協
力
を
お
願

い
す
る
ば
か
り
の
立
場
で
恐
縮
な
が
ら
、
五
年

前
と
変
わ
ら
ず
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
か
つ
リ
リ
カ
ル

な
語
り
を
展
開
さ
れ
る
早
尾
さ
ん
の
姿
に
は
た

い
へ
ん
勇
気
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
わ
た

し
も
い
ま
、
あ
ら
た
め
て
お
も
い
ま
す
。
パ
レ

ス
チ
ナ
の
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
つ
か
っ

て
何
だ
っ
て
し
よ
う
、
と
。（
堀
）

●
文
化
庁
が
、
日
本
人
の
姓
名
を
ロ
ー
マ
字
で

表
記
す
る
場
合
「
姓
名
」
の
順
に
し
よ
う
と
呼

び
か
け
て
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
二
〇
〇
〇

年
に
同
じ
通
知
を
し
て
い
た
の
で
す
が
、
二
〇

年
近
く
た
っ
て
も
浸
透
し
な
い
た
め
再
度
の
通

知
と
な
っ
た
の
だ
そ
う
で
す
。
姓
名
表
記
を
現

地
方
式
で
と
い
う
考
え
方
自
体
は
納
得
で
き
ま

す
。
小
社
で
は
、
装
丁
家
が
著
者
名
を
デ
ザ
イ

ン
的
に
ロ
ー
マ
字
で
あ
し
ら
う
際
、
姓
名
の
順

に
し
て
両
者
を
コ
ン
マ
で
区
切
る
と
い
う
や
り

方
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
し
著
者
が
欧
米

方
式
を
希
望
す
る
場
合
は
ご
本
人
の
希
望
を
優

先
し
て
い
ま
す
。
最
近
編
集
部
で
議
論
に
な
っ

た
の
は
、
韓
国
人
の
姓
名
表
記
で
し
た
。
姓
と

名
を
一
字
ア
キ
に
す
る
と
頭
と
胴
体
が
切
り
離

さ
れ
た
感
覚
が
す
る
の
で
ベ
タ
か
均
等
割
に
し

て
ほ
し
い
と
い
う
希
望
が
、
著
者
ご
本
人
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
の
で
す
。
今
ま
で
考
え
た
こ
と
も

な
か
っ
た
指
摘
な
の
で
驚
き
ま
し
た
が
、
確
か

に
韓
国
で
は
一
字
姓
が
圧
倒
的
で
す
の
で
わ
ざ

わ
ざ
姓
名
を
離
す
表
記
は
不
自
然
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
。
議
論
の
結
果
、
今
後
は
日
本
人
も
含

め
て
原
則
的
に
ベ
タ
か
均
等
割
り
で
や
っ
て
み

よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。（
小
林
）

特
集
：
『
聖
書  

聖
書
協
会
共
同
訳
』
を
読
む


